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立
候
補
届
出
の
受
け
付
け
を
次

の
日
程
で
行
い
ま
す
。
立
候
補
で

き
る
方
は
、
投
票
日
現
在
で
満
25

歳
以
上
の
方(

議
会
議
員
立
候
補

の
場
合
に
は
町
内
に
住
所
が
必
要)

で
す
。

８
月
27
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

役
場
２
階
委
員
会
室

ま
た
、
立
候
補
届
出
の
事
前
審

査
を
、
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

立
候
補
を
予
定
さ
れ
て
い
る
方

は
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

８
月
20
日
�

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

昭
和
57
年
９
月
２
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
で
、
３
ヵ
月
以
上
新
地

今
回
の
選
挙
で
は
、
投
票
日
の

投
票
時
間
が
午
前
７
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

当
日
、
投
票
が
で
き
な
い
と
見
込

今
回
の
選
挙
の
投
票
は
、
町
内

８
ヵ
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
ま
す
。

投
票
所
は
、
後
日
配
布
の
「
投
票

入
場
券
」
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
に
居
住
し
、
住
民
届
を
出
し
て

い
る
方(

平
成
14
年
５
月
26
日
ま

で
に
転
入
届
を
出
し
て
い
る
方)

。

た
だ
し
、
入
場
券
が
配
布
さ
れ
て

も
投
票
日
以
前
に
転
出
さ
れ
た
方

は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

ま
れ
る
方
は
、
不
在
者
投
票
が
で

き
ま
す
の
で
、
棄
権
し
な
い
で
投

票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
に
お
出
か
け
の
際
に
は

必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
紛
失
し
た
場
合
で
も
、
選
挙

人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
ば
投

票
で
き
ま
す
の
で
、
当
日
、
投
票

所
の
係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

選
挙
の
当
日
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
方
は
、

不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
や
学
業
、
親
族
の
結
婚
式

等
の
場
合(

自
宅
で
商
店
を
営
ん

で
い
る
方
も
不
在
者
投
票
が
で
き

ま
す)

。

②
投
票
区
の
区
域
外
に
出
か
け
た

り
、
滞
在
す
る
場
合(

家
族
旅
行

や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
に
出
か
け
る
場

合
等
が
該
当
し
ま
す)

。

③
病
気
、
け
が
、
出
産
等
の
た
め

歩
行
が
困
難
で
あ
る
場
合
。

８
月
27
日
�
〜
31
日
�

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

役
場
住
民
室

※
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

今
回
の
選
挙
で
選
挙
人
名
簿
に

登
録
し
た
方
の
名
簿
を
次
の
日
程

で
縦
覧
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
確

か
め
く
だ
さ
い
。

８
月
27
・
28
日

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

役
場
住
民
室

開
票
（
選
挙
会
）
は
、
投
票
日

（
９
月
１
日
）
の
午
後
７
時
か
ら

農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
行
い

ま
す
。
選
挙
権
の
あ
る
方
は
、
だ

れ
で
も
開
票
を
参
観
で
き
ま
す
。

身
体
障
害
者
手
帳
又
は
戦
傷
病

者
手
帳
を
お
持
ち
の
方
で
、
一
定

の
要
件
に
該
当
す
る
方
は
郵
便
に

よ
る
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
の

で
、
町
選
挙
管
理
委
員
会
へ
事
前

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

両
下
肢
・
体
幹
・
移
動
機
能
の

障
害
に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
２

級
、
心
臓
・
じ
ん
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
の
障
害

に
あ
っ
て
は
１
級
又
は
３
級
。

な
お
、
郵
便
投
票
証
明
書
の
有

効
期
間
は
７
年
間(

平
成
10
年
５

月
31
日
以
前
は
４
年
間)

で
す
。

現
在
、
郵
便
投
票
証
明
書
を
お
持

ち
の
方
は
、
有
効
期
限
を
お
確
か

め
の
う
え
、
有
効
期
限
が
満
了
す

る
場
合
は
、
町
選
挙
管
理
委
員
会

で
新
規
証
明
書
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

�
町
選
挙
管
理
委
員
会

(

�
�
２
１
１
１)

農
業
委
員
会
委
員
18
人
決
ま
る

任
期
満
了
に
伴
う
町
農
業
委
員

会
委
員
一
般
選
挙
の
告
示
が
７
月

２
日
に
行
わ
れ
、
定
数
13
人
に
対

し
て
13
人
が
立
候
補
、
無
投
票
で

当
選
が
決
ま
り
ま
し
た
。
ま
た
、

町
議
会
か
ら
３
人
、
農
業
共
済
組

合
か
ら
１
人
、
農
業
協
同
組
合
か

ら
１
人
の
各
推
薦
委
員
の
改
選
も

行
わ
れ
、
合
わ
せ
て
18
人
の
新
委

員
が
決
ま
り
ま
し
た
。

７
月
22
日
に
は
総
会
を
行
い
、

会
長
に
目
黒
清
明
さ
ん
、
職
務
代

理
に
斎
藤
利
幸
さ
ん
が
選
出
さ
れ

ま
し
た
。

任
期
は
、
平
成
14
年
７
月
20
日

か
ら
平
成
17
年
７
月
19
日
ま
で
の

３
年
間
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（

敬
称
略
）

・
目
黒
清
明
（
会
長
・
杉
目
）

・
斎
藤
利
幸
（
職
務
代
理
・
菅
谷
）

・
佐
藤
裕
一
（
鉄
炮
町
）

・
佐
藤
和
男
（
中
里
）

・
荒
　
信
也
（
木
崎
）

・
林
　
　
功
（
上
真
弓
）

・
岡
田
義
則
（
岡
）

・
黒
　
幸
則
（
岡
）

・
水
戸
睦
夫
（
杉
目
）

・
加
藤
文
和
（
杉
目
）

・
水
戸
樹
一
（
新
地
町
）

・
佐
々
木
正
一
（
小
川
）

・
伊
藤
輝
雄
（
釣
師
）

・
寺
島
信
吉
（
大
戸
浜
）

・
菅
野
　
守
（
今
泉
）

・
佐
藤
光
由
（
上
ノ
町
）

・
橋
本
正
純
（
藤
崎
）

・
菊
地
勝
義
（
原
相
善
）

9 7 9 2 7 0 2

新地町谷地小屋字萩崎40番地 
新 地 太 郎 様 

新 地 町 長 選 挙  
新地町議会議員補欠選挙 

1-01-01 昭和　年　月　日 男 
平成14年9月1日 

第１投票区　農村環境改善センター 

�
当
選
証
書
を
受
け
る

目
黒
清
明
さ
ん
（
右
）
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ぼくは自分の夢を持っている。ぼくの文庫本の棚にはマン
ガの本がいっぱい並んでいる。最初に買ったマンガ本は、ぼ
くに人を信じることの大切さを教えてくれた。ぼくは将来、マ
ンガのストーリーを考える職業につきたい。ぼくの作ったス
トーリーでみんなをどきどきワクワクさせてみたい。そのため
にもいろいろなジャンルの本をいっぱい読みたい。

私は空手の全国大会に出場する。出場は全国大会に行きた
いという強い気持ちを持ち続けていっしょうけんめい練習し
てきたからだと思う。大会では全国から集まってくる人たち
といろいろ話をして仲良くなり知らないことを学びたい。そ
して、強い人たちの技を見て少しでも自分のものにしたい。町
にも立派なスポーツ施設があるのでそこで大きな大会が開催
されれば、新地町のスポーツも盛り上がって子どもたちもス
ポーツを楽しみ、友達を増やせると思う。

ゴミを捨てて良いことは一つもない。一人ではちょっとの
ゴミでも町の人たちが同じようにゴミを捨てると膨大なゴミ
になる。ゴミによって空気や水が汚れ、動物や魚にも悪い影
響が出る。これからはゴミを捨てている人を見たら勇気を出
して注意してあげようと思う。注意できなくても自分でゴミ
を拾おうと思う。これから生まれてくる子どもたちのために
も自然豊かな新地町を保っていきたい。

どうして勉強しなければいけないんだろう。毎日当たり前
に学校に行って勉強してくるけど、この当たり前がいつも不
思議に思っている。勉強ってそんなに大事で必要なことなの。
小学校や中学校で学んだことは将来どれくらい役に立つのだ
ろうとも思ってしまう。私は勉強が嫌いなわけではない。で
もまだ勉強をする本当の意味がわからない。だから、親や先
生に教わりながら自分で考えて、これから学習していきたい。

私は犬を飼っている。ちょっと太っているけど、みんなか
わいいと言う。この犬が言葉を話せたらいいだろうなと思う
ことがある。でも、話せなくてもペットの表情や行動などで
会話なしのコミュニケーションが取れることがペットを飼う
楽しみである。最近はえさをあげない人や捨てる人などペット
に対して無責任な人が多い。私たち人間は、もっと動物のこと
を考えてお互い幸せになれるように努力しなければならない。

私は５年生のとき転校してきた。初めは隣の人とも話がで
きなかった。でも、音楽祭や宿泊活動を通して友達との関係
が深まった。みんなと一緒に活動できたことが自信となった。
今年は陸上大会で県６位に入賞もできた。新地に来たおかげ
だと思っている。さて、私には大きな夢がある。それは獣医
になることだ。動物が一日でも長く生きていけるように、勉
強して立派な獣医になりたい。

私は新地町が大好きだ。自慢は初日の出が見える鹿狼山や
リンゴ、トマト、納豆など豊富な特産品、新地貝塚や観海堂
などの史跡、お年寄りが安心して生活できる老人ホーム、そ
してホッキ狩りやビーチバレー、花火大会などが行われる遊
海しんちなどだ。新地町は住みよい町で縄文のころから人々
が暮らしていた。これからの新地町は私たちに係っている。み
んなで力を合わせ住みよい町をつくっていきたい。

私は３歳から日本舞踊を習っている。最初は遊び半分だっ
た。しかし、５年生のときそれまでいた年上の子たちがやめ
てしまい私一人になった。一人での練習は心細く、発表会が
近づくとあせりも出てきた。でも、先生はいつも優しくわかり
やすく教えてくれた。私も真剣に練習に取り組んだ。発表会
では緊張で頭の中が真っ白になったが自然に体が動いた。先
生がいっしょうけんめい教えてくれたおかげだ。ありがとう。

私には祖父と祖母がいる。祖父はまだ自分で車を運転す
るが、祖母は電動三輪車だ。電動で楽だが６号線を渡るの
は怖いと言っている。また、相馬の病院に行くときも困って
いる。町に病院バスがあったらいいと思う。これからはお年
寄りがいきいきと住みやすい町にしなければ行けないと思
う。そのために、子どもたちと一緒に給食を食べたり昔話を
聞かせたりたくさんふれあって、みんなが元気になれる町に
なってほしい。

ぼくはスポーツ少年団のサッカー部に入部して楽しい毎
日を過ごしている。体を動かすことは得意でなかったが、汗
だくになりながらボールを追いかけていると楽しい。初めて
の試合では緊張したが試合に出られるだけでうれしかった。
まだまだみんなのプレーにはついていけないが、チームのみ
んなが励ましてくれる。サッカーのおかげでチームワークの
大切さ、力を合わせることの大切さがわかった。これからも
たくさんの経験をしてもっと楽しさや喜びを感じたい。

父に誘われて弟と一緒に卓球を始めた。週５回厳しい練
習をしている。がんばり屋ではないぼくにとって練習は苦手
だ。でもがんばれば上手になれる、努力すればそれだけの結
果が出ることがわかった。自分でも驚きだが相馬地区の大
会では優勝することができた。全国大会出場をかけた試合
では負けたが、弟は低学年の部で優勝した。弟は全国大会
へ向けて、ぼくは全国大会を夢見てますます厳しい練習に
打ち込んでいる。

�
力
強
く
発
表
し
て
く
れ
た
皆
さ
ん

最近は犬や猫以外珍しい動物までペットとして飼う人が
増えている。一方、捨て犬や野良犬が増えているのも現実だ。
そういう話を聞くととても悲しく許せない気持ちになる。捨
てる人たちの理由はさまざまでも、人間のわがままからだと
思う。安易な気持ちではなく本当に最期まで世話ができる
か考えてほしい。そして飼ったからには家族として優しく接
してほしい。それが飼い主である人間の責任だと思う。

私の夢は学校の先生になることだ。あこがれる理由の一
つはだれとでも気軽にふれ合えることだ。私は４月から２ヵ
月間一年生の給食手伝いをして人とふれ合うことを勉強し
た。一年生からのありがとうの声はうれしかった。自分に今
できること、やるべきことを一つひとつ精一杯取り組むこと
で夢に近づけるのではないかと思う。これからも夢を持ち続
けて頑張りたい。

私は小さいときから医者になりたいと思っている。未熟児
だった私は体が丈夫ではなくいつも病院通いをしていた。二
年生からバレーボールを始め体力もついてきたが、五年生の
ときはぜん息で入院してしまった。つらい退屈な毎日だった
が友達のお見舞いは励みになった。そして病院の先生の優
しい笑顔での診察にあこがれを持った。大変だけど勉強し
て優しくどんな病気でも治せる医者に絶対になりたい。

私は初めての人にはなかなか話をかけられない。中学校で
バスケット部に入ったが、入部した一年生は知らない人ばか
りだった。違う部に移動しようかと思ったがほかの小学校か
ら来た２人の女の子に声をかけてもらい友達になることがで
きた。とてもうれしかった。今では違うクラスの人とも気軽に
話せるようになった。中学校では‘本当の友達’を作って勉強
に部活動にがんばり毎日がもっと楽しくなるようにしたい。

私は小学校のとき「水と食料どちらが大切か」をテーマ
に討論会をしたことがある。私は魚、野菜など食べ物はすべ
て水があってこそという立場から水の方が大切と考えた。最
近は自然に目を向けてこなかったツケから水が汚染されてい
る。地球の美しさは水の美しさである。海や川、森林などの
水を失うということは地球を失うこと。生命の源である水の
大切さをもう一度問い直して、私も身近な節水に取り組も
うと思う。

私は今までゴミ拾いや老人とのふれ合いなど漠然と
ボランティアを体験してきた。ボランティアは自分の
意志で進んで行う無報酬の奉仕活動だが、最近学校の
授業で、社会の一員として互いに助け合い成長してい
くことがボランティア活動ということを学んだ。精神
的に豊かになるため、これからは周りの人たちを輝か
せるため、そして自分自身が輝くために積極的に参加
していきたい。

私は中学校でバスケットボール部に入部し３年間の
厳しくも楽しい練習を頑張ってきた。新チームではキ
ャプテンとしてみんなを引っ張って行かなきゃという
責任感から大きな壁にもぶつかった。しかしこの３年
間で「友情」を学んだ。何にも変えることのできない
青春の証としていっしょに悔しがったこと、泣いたり
笑ったりしたこと、そしてみんなと一緒にバスケがで
きたことがとても嬉しかった。

最近児童虐待の事件が多い。このニュースを聞くたびに胸
が痛む。虐待は親たちのストレスが原因のようだ。ご飯を食べ
させる、服を着せるなど当たり前のことをしないで放っておく
虐待もある。虐待を受けた子どもは大人になっても同じように
虐待をするそうだがこれはとても悲しいことだ。昔の日本は大
家族で皆協力しあって生活してきた。いつの時代でも家族は
話し合い、助け合いそして思い合うことが大切だと思う。

尚英中学校に入学して２年数ヵ月、入学当初は勉強を甘く
見ていて成績もどん底、部活動も卓球部に入ったが練習は中
途半端で大会でも負けた。何事も自分を高める努力から逃げ
ていた。誇れることは小学四年から続けてきた十二神楽だけ。
しかし今努力の大切さを知った。将来何を目指すのか見極め
るため高校でしっかり勉強したい。そのためにも残りの中学
生活を有意義にしたい。これからの僕の成長を見てほしい。

私は本から人生や冒険、恋愛、ファンタジーなどいろいろ
学んでいる。でも周りの人たちはテレビの影響からか本を読
んでいる人は少ないと思う。私は小学校入学前に童話と出
会ってから今まで本を読み漁っている。本を読むことは漢字
の学習にもなり表現力も豊かになる。私のおすすめは「ロー
ワンと魔法の地図」「智恵子抄」。これからも私はもっと感動
や知識を吸収するために本を読み続けていきたい。
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新
地
町
商
工
会
（
後
藤
顕
一

会
長
）
で
は
発
足
30
周
年
を
記

念
し
て
、
７
月
15
日
に
記
念
式

典
と
７
月
21
日
に
は
記
念
事
業

と
し
て
講
演
会
を
そ
れ
ぞ
れ
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

し
た
。

新
地
町
商
工
会
は
、
昭
和
47
年

８
月
に
発
足
、
現
在
は
町
内
の
２

１
３
事
業
所
が
加
盟
し
て
い
ま
す
。

記
念
式
典
は
、
約
１
１
０
人
が

出
席
し
て
、
後
藤
会
長
の
あ
い
さ

つ
や
功
労
者
ら
に
感
謝
状
を
贈
り

30
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
な
が
ら

今
後
の
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

ま
た
、
町
民
や
関
係
者
約
４

０
０
人
が
参
加
し
た
記
念
講
演

会
で
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
活

躍
し
て
い
る
伊
奈
か
っ
ぺ
い
氏
を

講
師
に
招
き
「
講
演
会
ゴ
ッ
コ

１
０，
０
０
０
人
の
小
さ
な
町
で

も
元
気
が
出
せ
る
」
と
題
し
て
記

念
講
演
を
行
い
ま
し
た
。
津
軽
弁

で
の
独
特
の
語
り
口
で
会
場
は
笑

い
の
渦
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

先
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
「
住

民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス

テ
ム
（
住
基
ネ
ッ
ト
）」
が
８
月
５

日
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
こ
れ

に
伴
い
、
住
基
ネ
ッ
ト
か
ら
の
情

報
を
正
確
・
迅
速
に
取
り
出
す
た

め
必
要
不
可
欠
な
「
住
民
票
コ
ー

ド
」
を
８
月
中
旬
に
皆
さ
ん
へ
郵

送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
後
と
も
、
行
政
情
報
化
確
立

の
た
め
の
住
基
ネ
ッ
ト
へ
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
住
民
票
コ
ー
ド
は
、
世
帯
ご
と

に
世
帯
全
員
の
コ
ー
ド
を
郵
送
し

ま
す
。

・
コ
ー
ド
は
無
作
為
に
指
定
し
た

11
桁
の
番
号
で
、
申
請
に
よ
り
い
つ

で
も
変
更
は
で
き
ま
す
が
、
皆
さ
ん

か
ら
番
号
の
指
定
は
で
き
ま
せ
ん
。

・
通
知
さ
れ
た
住
民
票
コ
ー
ド

は
、
今
後
、
行
政
機
関
へ
の
届
出

申
請
の
際
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

�
役
場
町
民
課
（
�
内
線
25
）

住基ネットでは、次のとおり万全の個人
情報保護対策を行います。

①住基ネットで保有する本人確認情報は
「氏名・生年月日・性別・住所・住民票コード・
これらの変更情報」に限定。

②住基ネットの目的外利用は禁止。
③民間の住民票コード利用を禁止。
④関係職員等の秘密保持は義務
⑤指定情報処理機関は、行政機関へ本人確

認情報の提供情報を公表。

①通信データを暗号化したり不正アクセス
を防止するためファイアウォールや侵入
検知装置を設置。

②システム操作者の目的外利用を防ぐため、
ＩＣカード、パスワードなどによる厳重
な確認やデータへの接続制限、不審な操
作パターンの常時監視など。

①本人確認情報保護委員会の設置。
②緊急時対応計画の策定。

平
成
13
年
度
の
活
動
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

①
理
事
会
５
回
、
評
議
員
会
３
回

②
負
債
償
還

・
新
地
ホ
ー
ム
建
設
費
償
還

３
１，
９
３
１
・
５
千
円

・
建
設
借
入
償
還
残
高

１
７
７，
９
０
０
千
円

①
入
所
者
　
男
10
人
、
女
40
人

②
入
所
者
平
均
年
齢
　
83・７
歳

（
男
81・４
歳
、
女
84・３
歳
）

③
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
利
用
者
延
べ

日
数
　
３，
１
６
５
日

（
１
日
平
均
13
人
利
用
）

④
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
延
べ
日
数

１，
８
４
０
人

①
指
定
通
所
介
護
事
業

・
登
録
人
員
　
　
　
　
１
２
０
人

・
利
用
延
べ
人
数
６，
９
０
１
人

・
日
平
均
利
用
者
数
　
５
７
５
人

・
月
平
均
利
用
者
数
　
　
１
９
人

②
生
き
が
い
活
動
通
所
事
業

・
登
録
人
員
　
　
　
　
　
１
６
人

・
利
用
延
べ
人
数
　
　
６
４
７
人

・
日
平
均
利
用
者
数
　
　
５
４
人

・
月
平
均
利
用
者
数
　
　
　
２
人

①
在
宅
介
護
相
談
件
数
　
１
１
３
件

②
介
護
保
険
認
定
調
査
　
４
４
４
件

③
居
宅
支
援
者
件
数
　
　
１
４
６
件

④
在
宅
高
齢
者
台
帳
整
備

３
７
０
件

（単位：千円）

①事業活動収入
②事業活動支出
③収支差額①－②
④事業活動外収入
⑤事業活動外支出
⑥収支差額④－⑤
⑦経常収支差額③＋⑥
⑧特別収入
⑨特別支出
⑩特別収支差額⑧－⑨
⑪当期収支差額⑦＋⑩
⑫前期繰越収支差額
⑬当期末繰越収支差額⑪＋⑫

1,810
828
982

1
0
1

983
0
0
0

983
1,796
2,779

本部（新地福祉会）
293,899
217,708

76,191
8,167
8,032

135
76,326

1,104
25,004
▲23,900

52,426
46,113
98,539

新地ホーム
59,366
54,010

5,356
1
0
1

5,357
0
0
0

5,357
5,993

11,350

デイサービスセンター
7,424
7,832
▲408

1
0
1

▲407
0
0
0

▲407
4,513
4,106

在宅介護支援センター
12,441

5,567
6,874

0
0
0

6,874
0
0
0

6,874
0

6,874

居宅支援事業

439,400
439,400

新地ホーム建設（増床）

本格的な夏を迎え釣師浜海水浴場で７月18日、関係者が出席して海開きが行われました。
当日は、真夏の太陽が照りつける猛暑の中、平日にもかかわらず町民や遠く福島市などから友達同士や家族連

れなど約50人が海水浴を楽しみました。
釣師浜海水浴場の開設期間は８月18日までで、

期間中は常時監視員が安全で快適な海水浴場運営
に努めてい
ます。皆さ
ん海難事故
等に注意し
て海水浴を
お楽しみく
ださい。

７月15日に行われた３歳児健診で、虫歯０（ゼロ）の子どもは
15人中８人でした。

くん

くん

くん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

ちゃん

くん

�
あ
い
さ
つ
す
る
後
藤
会
長

�
講
演
を
行
っ
た
伊
奈
か
っ
ぺ
い
さ
ん
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TThhee  PPhhoottoo  SSccrraammbbllee
町

の
話

題

６月30日老人と婦人層のふれあいを目的として
「新地地区」「福田地区」世代間交流会がそれぞ
れ新地公民館、勤労青少年ホームで行われ、関

係者・出演者あわせて約600人が交流を深めました。
アトラクションでは、老人会と婦人会の皆さんがこの日のた

めに練習を重ねた唄や踊りを披露し、拍手と笑顔が会場内にあ
ふれかえっていました。

第
７
回
町
長
杯
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
６
月
27
日
、
町

民
野
球
場
で
約
80
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
競
技
は

個
人
戦
で
行
わ
れ
、
全
９
ホ
ー
ル
を
８
組
に
分
か
れ
て
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
優
　
勝

高
橋
良
一
（
沢
口
）

▼
第
２
位

西
原
　
建
（
杉
目
）

▼
第
３
位

伊
藤
愛
吉
（
新
地
町
）

●原町たばこ販売協同組合に
加盟する町の組合員19人が７
月９日、新地駅を清掃しなが
ら喫煙マナーの向上をアピール
しました。

●尚英中学校の生徒約200人が７月13
日、埒浜の海岸清掃ボランティアを行い
ました。生徒たちは、海岸に散乱したビニ
ールやペットボトル、流木など友達同士
協力しながら海をきれいにしていました。

●福田小学校の全児童121人が７月17
日、学校周辺の清掃作業を行いました。
道路脇の側溝などに捨てられたビンや缶
など一つひとつ丁寧に拾いました。

７月16日から25日までは夏
の交通事故防止県民総ぐる
み運動の期間でした。町で

も運動初日の16日に、相馬警察署や町交通
安全協会、町交通安全母の会、町交通指導
員ら関係者約20人が、車４台に分乗して町
内をパレード、交通安全を呼びかけました。

真野ダムに親しむ運営委員会が毎
年開催している「はやま湖森と湖
まつり」が７月27～28日の２日間、

飯舘村真野ダム周辺で開催され、モーター
ボートでの湖の巡視や取水トンネルの探検
など、様々な催しに新地町からの親子連れ
など大勢の方がダムサイトでのイベントを楽
しみました。

７
月
は
「
社

会
を
明
る
く

す
る
運
動
」

の
強
化
月
間

で
し
た
。
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
新
地
町

実
施
委
員
会
で
は
７
月
１
日
、
新
地
駅
に
お

い
て
、
通
学

の
生
徒
た
ち

に
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
チ
ラ
シ
を

配
り
、
青
少

年
の
非
行
と

犯
罪
防
止
を

呼
び
か
け
ま

し
た
。

第
19
回
町
長
杯
ゲ
ー
ト
ト
ボ
ー
ル
大
会
が
７
月

24
日
、
公
民
館
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
約
１
０
０
人
が

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
者
た
ち
は
、

暑
さ
の
中
で
も

元
気
ハ
ツ
ラ

ツ
、
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
を
楽
し
み

ま
し
た
。
成
績

は
次
の
と
お
り

で
す
。

▼
優
勝
駒
北
Ｂ

▼
２
位
岡
東

▼
３
位
大
戸
浜
、

杉
目

家
庭
教
育
地
域
フ
ォ

ー
ラ
ム
が
７
月
13
日
、

農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
で
２
０
０
人
を

超
え
る
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

桜
の
聖
母
短
期
大
学
「
西
内
み
な
み
」
先

生
の
基
調
講

演
の
あ
と
４
つ

の
テ
ー
マ
を
も

と
に
分
科
会

を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
子
育
て
に

つ
い
て
の
現
状

と
課
題
な
ど
活

発
な
意
見
交

換
を
し
て
い
ま

し
た
。

交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流交流

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

環
境
美
化

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

非
行
防
止

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

安全

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

子
育
て

祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

伝言板

�
新
地
地
区

�福田地区
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は休館日

・
老
い
て
こ
そ
人
生
　
石
原
慎
太
郎

自
分
自
身
の
老
い
て
い
く
人
生

ほ
ど
味
わ
い
深
く
、
面
白
い
も
の

は
な
い
。
ど
ん
な
ド
ラ
マ
も
最
後

の
幕
が
一
番
実
が
あ
り
、
感
動
的

な
も
の
で
あ
る
。

●
一
般
書

●
児
童
書

み
ん
な
一
緒
に

や
っ
て
み
よ
う
！

20
日
�

各
保
育
所

28
日
�

各
保
育
所

『
今
日
は
育
児
相
談
日
で
す
。

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。』
保
育
所
の
掲
示
板
に
相

談
日
の
案
内
を
出
し
ま
す
。

「
今
日
は
少
し
遅
れ
ま
す
が
参
加

し
ま
す
」「
仕
事
が
休
み
な
の
で

来
て
み
ま
し
た
」「
お
ば
あ
さ
ん
で

も
い
い
で
す
か
？
」
と
、
参
加
さ

れ
る
方
は
様
々
で
す
。
テ
ィ
ー
タ

「
献
血
」
が
で
き
る

か
ら
だ
を
つ
く
ろ
う
！

水
の
重
さ
を
「
１
」
と
し
た
場
合

の
血
液
の
重
さ
の
こ
と
で
、
血
液
の

濃
さ
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

赤
血
球
の
数
が
多
く
、血
色
素

（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）濃
度
が
高
い
人
の

血
液
は
比
重
が
重
く
、逆
に
赤
血
球

の
数
が
少
な
く
、
血
色
素
濃
度
が

低
い
人
の
血
液
は
軽
く
な
り
ま
す
。

献
血
の
適
否
の
基
準
値
（
１．

０

５
２
）
よ
り
低
い
と
低
比
重
と
い

う
こ
と
で
、
献
血
は
で
き
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
低
比
重
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
必
ず
し
も
貧
血
と
は
限
り
ま
せ

ん
。
血
液
比
重
は
、
睡
眠
不
足
や

●
ビ
デ
オ

・
エ
ル
マ
ー
が
と
ん
だ

デ
ビ
ッ
ト
・
マ
ッ
キ
ー

風
の
と
っ
て
も
強
い
日
に
外
に

で
る
の
は
こ
わ
い
よ
ね
。
で
も
、

エ
ル
マ
ー
は
「
大
丈
夫
、
ぼ
く
た

ち
象
は
重
い
か
ら
飛
ば
さ
れ
な
い

よ
」
と
仲
間
た
ち
が
止
め
る
の
を

聞
か
ず
に
外
に
飛
び
出
し
ま
し
た
。

・
太
閤
記
（
上
・
下
）

・
海
の
上
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

・
花
　
　
　
　
　
林
　
真
理
子

有
名
ブ
ラ
ン
ド
の
プ
レ
ス
と
し

て
多
忙
な
日
々
を
送
る
知
華
子
に

届
い
た
祖
母
の
訃
報
。
祖
母
・
母

と
も
に
芸
者
で
あ
っ
た
こ
と
に
反

発
し
、
距
離
を
置
い
て
き
た
が
、

残
さ
れ
た
手
記
か
ら
自
分
に
対
す

る
愛
情
を
知
る
。

It’s hot isn’t it?  On Mt. Fuji it’s also hot.  
I drove to Mt. Fuji on 28 June with some
other English teachers from Hamadori.
Driving through Tokyo was very confusing
and stressful.  
The official climbing season is from 1 July to 31 August.  But it is also very
crowded so we climbed before 1 July. 
Unfortunately it rained the whole day and it was cloudy.  We started from the 5th
Station in Kawaguchiko.  It took about six hours to reach the top.  At the top the
clouds went away and the sun came out.  We didn’t see the sunrise but the
scenery was very beautiful.  There was still about one meter of snow inside the
crater. This was my third time to climb Fuji-san.  Every time I am amazed at
how beautiful things look from the top of Fuji, the highest point in Japan.

（和訳は15ページ）

疲
労
に
よ
り
体
調
を
く
ず
し
て
い
る

時
は
、
血
液
が
薄
く
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
標
準
範

囲
を
極
端
に
下
回
っ
て
い
る
場
合

は
、
自
覚
の
な
い
貧
血
症
が
隠
れ

て
い
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
病
院
で

詳
し
く
検
査
し
た
方
が
よ
い
で
し
ょ

う
。血

液
中
の
赤
血
球
の
主
な
成
分

は
血
色
素
で
、
こ
れ
が
酸
素
を
体

中
に
運
ぶ
役
目
を
し
て
い
る
の
で
、

こ
れ
ら
が
減
少
し
て
く
れ
ば
、
酸
素

が
不
足
し
た
状
態
（
貧
血
）
と
な

り
、
疲
れ
や
す
い
、
め
ま
い
、
動

悸
、
息
切
れ
な
ど
の
症
状
が
現
れ

ま
す
。

血
色
素
は
、
主
に
蛋
白
質
と
鉄

か
ら
つ
く
ら
れ
ま
す
。
血
色
素
が
減

少
す
れ
ば
、
貧
血
に
な
る
の
で
、
鉄

や
蛋
白
質
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
も

の（
肉
、魚
、卵
、大
豆
製
品
）
や
鉄

の
吸
収
を
よ
く
す
る
果
物
な
ど
ビ
タ

ミ
ン
Ｃ
を
十
分
に
と
り
ま
し
ょ
う
。

コ
ー
ヒ
ー
、
紅
茶
、
緑
茶
、
加
工

食
品
は
、
鉄
の
吸
収
を
悪
く
す
る

の
で
、
と
り
す
ぎ
に
は
注
意
で
す
。

献
血
は
、
人
の
役
に
も
た
ち
、
自

分
の
健
康
状
態
を
知
る
目
安
に
も

な
り
ま
す
。
日
ご
ろ
か
ら
健
康
な
か

ら
だ
づ
く
り
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

図
書
館
へ
行
こ
う

新
着
本
の
ご
案
内

明
治
大
正
昭
和
仙
台
じ
け
ん
帳
／

血
糖
値
が
高
い
人
の
た
め
の
レ
シ

ピ
／
こ
れ
で
い
い
の
か
日
本
の
食

料
／
利
家
と
ま
つ
後
編

●
Ｃ
Ｄ

・
銀
の
し
ず
く

木
村
　
弓

・
Ｔ
ｒ
ａ
ｎ
ｓ
ｉ
ｔ
Ｔ
ｉ
ｍ
ｅ

山
崎
　
ま
さ
よ
し

フ
ル
ー
ツ
パ
フ
ェ：

片
岡
鶴
太

郎
／
出
動
１
１
９
番
／
お
ば
あ
ち

ゃ
ん
が
語
る
戦
争
の
話
／
金
魚
・

メ
ダ
カ
・
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
な
ど
の

飼
い
方
／
手
作
り
石
け
ん

こ
ん
に
ち
は
栄
養
士
で
す

主
人
公
の
「
Ｈ
」
少
年
の
目
か

ら
見
た
戦
争
の
こ
ろ
の
出
来
事
が

書
か
れ
て
い
る
本
で
す
。

す
べ
て
の
漢
字
に
ふ
り
が
な
が
ふ
っ

て
あ
り
、
と
て
も
読
み
や
す
く
、
わ

た
し
の
知
ら
な
か
っ
た
戦
争
の
こ
ろ

の
様
子
が
時
に
は
お
も
し
ろ
く
、
時

に
は
涙
し
な
が
ら
一
気
に
読
ん
で

し
ま
っ
た
お
す
す
め
の
１
冊
で
す
。

【
紹
介
者
】

林
　
真
記
子
さ
ん
（
上
真
弓
）

私
の
お
す
す
め
の
一
冊

「
少
年
Ｈ
」

▲ 自分たちで作った机で「ハイ・ポーズ！」

▲ 時間はかかるけれど共同作業は楽しいね

お
話
し
た
り
、
作
っ
た
り

イ
ム
を
取
り
な
が
ら
、
時
に
は
保

育
所
の
お
や
つ
の
試
食
が
出
た
り

と
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
子

供
や
孫
の
話
に
話
題
が
は
ず
み
ま

す
。昨

年
浜
保
育
所
で
は
相
談
日
を

利
用
し
て
、
ま
ま
ご
と
あ
そ
び
に

使
え
る
よ
う
に
と
、
家
庭
か
ら
協

力
し
て
も
ら
っ
た
牛
乳
パ
ッ
ク
で

イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
作
り
を
し
ま
し

た
。
牛
乳
パ
ッ
ク
に
新
聞
紙
を
つ

め
こ
む
作
業
は
以
外
に
力
仕
事
で

す
が
会
話
が
は
ず
み
『
あ
っ
』
と

い
う
間
に
時
間
が
た
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
完
成
す
る
ま
で
に
３
カ
月

程
か
か
り
ま
し
た
が
、
イ
ス
が
10

個
（
１
個
に
つ
き
牛
乳
パ
ッ
ク
15

個
分
）
テ
ー
ブ
ル
が
２
台
（
１
台

に
つ
き
牛
乳
パ
ッ
ク
66
個
分
）
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
大
喜
び
で
使
っ
て
い

る
の
を
見
る
と
、
参
加
さ
れ
た
保

護
者
も
保
育
者
も
満
足
感
で
い
っ

ぱ
い
で
し
た
。

今
年
も
イ
ス
・
テ
ー
ブ
ル
作
り

を
続
け
て
い
ま
す
。
育
児
相
談
日

に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護

者
の
方
も
保
育
所
で
の
子
供
の
様

子
が
わ
か
っ
た
り
、
行
事
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
聞
い
た
り
と
、
話
し
合

い
の
中
か
ら
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を

得
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
育
児
相
談
日
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
よ

う
で
す
。

ま
だ
、
保
育
所
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
方
で
も
、
日
ご
ろ
子
育
て

に
悩
み
や
不
安
が
あ
り
ま
し
た
ら

保
育
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
金
魚
に
餌
を
あ
げ
て
い
た
ら

Ａ
ち
ゃ
ん
「
先
生
何
し
て
い
る
の
？
」

保
育
師
「
朝
ご
は
ん
あ
げ
て
い
る

ん
だ
よ
」

Ａ
ち
ゃ
ん
「
先
生
！
何
味
？
」

保
育
師
「
・
・
・
・
。」

金
魚
の
餌
っ
て
ど
ん
な
味
な
の
か

な
ぁ
、
食
べ
た
事
な
い
し
な
ぁ
、

金
魚
が
喜
ん
で
い
る
か
ら
き
っ
と

『
美
味
し
い
』
味
な
ん
だ
ろ
う
な

ぁ
・
・
・
。

◎
お
や
つ
に
出
さ
れ
た
『
ラ
ス
ク

パ
ン
』
を
見
て

Ｂ
君
「
こ
れ
っ
て
、
鳥
に
あ
げ
る

ん
だ
よ
な
…
。」
だ
っ
て
堅
い
パ
ン

な
ん
だ
も
ん
。

一
枚
の
『
食
パ
ン
』
を
食
べ
や

す
い
大
き
さ
に
切
り
、
焼
い
た
手

作
り
の
ラ
ス
ク
パ
ン
。
堅
い
パ
ン

で
す
が
美
味
し
い
よ
！

子
ど
も
の
つ
ぶ
や
き

７
月
に
行
わ
れ
た
献
血
に
は
、
約

90
人
の
方
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、献
血
で
き
な
か
っ
た
方
が

約
20
人
い

ま
し
た
。

理
由
と
し

て
は
、
低

比
重
が
多

か
っ
た
よ

う
で
す
。

８
月
の
読
み
聞
か
せ
会

８
月
18
日
�
午
前
11
時
〜
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ふれ
あいと

創造のまち

� 役場

（子供） （親） （地区）
あずさ 西谷一行・ゆ み 釣　師
千
ち

夏
なつ

吉田栄稔・くみ子 藤　崎
滉
こう

古橋和寿・祐　子 杉　目
みのり 門馬　学・かな江 小　川

舞
まい

泉沢　武・暁　美 杉　目

（死亡者） （年齢） （地区）
菅野　　榮 ６１歳 菅　谷

地　　夫 ８８歳 岡
竹澤　健治 ８８歳 大戸浜
菊地きくよ ９２歳 岡
寺島　ヨシ ８６歳 大戸浜
佐藤　幸正 ４９歳 今　泉
齋藤タマエ ７５歳 杉　目
荒　資農夫 ８９歳 木　崎
加　　虎夫 ８７歳 新地町
林　　茂男 ８７歳 上真弓
平　　　雄 ７３歳 小　川
鈴木シツカ ９０歳 小　川
大友　キミ ７９歳 大戸浜

（平成１４年６月２１日～平成１４年７月２０日届出）

水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道水道

※この欄に掲載を希望しない方は、届出のときに申し出て下さい。

社
会
福
祉
法
人
し
ん
ち
福
祉
会
で

は
、平
成
15
年
度
職
員
採
用
候
補
者

試
験
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

①
生
活
相
談
員
・
１
名
程
度

②
看
護
師
・
１
名
程
度

③
介
護
職
員
・
若
干
名

①
生
活
相
談
員
　
昭
和
48
年
４

月
２
日
〜
昭
和
56
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
で
社
会
福
祉
士
ま

た
は
社
会
福
祉
主
事
（
大
卒
社
会
福

祉
）
の
資
格
を
有
す
る
方
、
若
し
く

は
平
成
15
年
４
月
ま
で
に
資
格
等
取

得
見
込
み
の
方
。

②
看
護
師
　
昭
和
27
年
４
月
２

日
〜
昭
和
58
年
４
月
１
日
ま
で
に

◎場所は保健センター

（
３
日
間
程
度
）。第

１
次
試
験
合
格

者
に
つ
い
て
、
受
験
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
、
申
込
書
に
記
載
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
正
し
い
か
ど
う
か

に
つ
い
て
調
査
し
ま
す
。

①
生
活
相
談
員

【
第
１
次
試
験
】
９
月
22
日
�

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

（
場
所
）
福
島
県
自
治
会
館

【
第
２
次
試
験
】
11
月
中
旬

（
場
所
）
新
地
町
役
場

②
看
護
師
　
９
月
20
日
�

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

（
場
所
）
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

③
介
護
職
員

【
第
１
次
試
験
】
９
月
22
日
�

（
受
付
）
午
前
９
時
〜

（
場
所
）
相
馬
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
第
２
次
試
験
】
11
月
中
旬

（
場
所
）
新
地
町
役
場

８
月
５
日
�
〜
８

月
16
日
�
ま
で
、
郵
送
の
場
合
は

８
月
14
日
�
消
印
有
効
。
た
だ
し

看
護
師
に
あ
っ
て
は
８
月
30
日
�

ま
で
、
郵
送
の
場
合
は
８
月
28
日

�
消
印
有
効
。

・
申
込
用
紙
の
交
付
及
び
提
出

先
は
役
場
総
務
課
ま
で
。

・
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

生
ま
れ
た
方
で
看
護
師
又
は
准
看

護
師
の
免
許
を
有
す
る
方
、
若
し

く
は
平
成
15
年
４
月
ま
で
に
免
許

取
得
見
込
み
の
方
。

③
介
護
職
員
　
昭
和
27
年
４
月

２
日
〜
昭
和
60
年
４
月
１
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
方
。

①
生
活
相
談
員

【
第
１
次
試
験
】
大
学
卒
程
度
で
一

般
知
識
及
び
知
能
、
専
門
知
識
及
び

能
力
に
つ
い
て
択
一
式
筆
記
試
験
。

【
第
２
次
試
験
】
面
接
・
小
論
文
。

②
看
護
師
　
面
接
・
小
論
文

③
介
護
職
員

【
第
１
次
試
験
】
高
校
卒
程
度
で

一
般
知
識
及
び
知
能
に
つ
い
て
択

一
式
筆
記
試
験
。

【
第
２
次
試
験
】
面
接
・
小
論

文
・
新
地
ホ
ー
ム
で
の
実
務
試
験

24
日
　
県
土
地
連
監
事
会
・
理
事
会
、
県

土
地
連
運
動
推
進
本
部
定
例
会

25
日
　
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員
会
、

議
会
運
営
委
員
会
、
米
生
産
調
整
現

地
確
認
調
査
委
嘱
状
交
付
式
、
臨
時

議
会
、
秦
野
市
消
防
団
視
察
に
来
庁

26
日
　
県
町
村
会
役
員
会
、
町
防
犯

協
会
理
事
会
・
総
会

27
日
　
町
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
町
長

杯
、
入
札
、
元
気
な
ま
ち
「
し
ん

ち
」
創
造
懇
談
会
委
嘱
状
交
付
式

30
日
　
福
田
・
新
地
地
区
世
代
間
交
流
会

１
日
　
職
員
辞
令
交
付
式
、
課
長
会
、
相
馬

方
部
衛
生
組
合
辞
令
交
付
式
、
国
道

６
号
新
地
交
差
点
改
良
計
画
懇
談
会

３
日
　
臨
時
議
会

４
日
　
Ｊ
Ａ
年
金
友
の
会
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会
、
自
衛
隊
巡
回
懇

談
来
庁
、
常
磐
線
北
部
整
備

促
進
期
成
同
盟
会
総
会

５
日
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
増
床

安
全
祈
願
祭

６
日
　
平
成
３
年
度
海
外
研
修
団
懇
談
会

８
日
　
役
場
庁
舎
建
設
調
査
特
別
委
員

会
、
農
業
委
員
会
当
選
証
書
交

付
式
、企
業
誘
致
活
動
（
東
京
都
）

９
日
　
町
村
長
中
央
研
修
会
、
県
常
磐
道
東

北
中
央
道
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
合

同
総
会
、
つ
ば
さ
の
会
女
性
部
総
会

10
日
　
相
馬
方
部
衛
生
組
合
議
会
定
例
会

11
日
　
広
域
圏
組
合
管
理
者
会
・
議
会
定

例
会
、
農
林
水
産
会
計
監
査
来
庁

12
日
　
入
札

14
日
　
新
日
本
舞
踊
新
竜
会
発
表
会

18
日
　
釣
師
浜
海
水
浴
場
海
開
き
、

介
護
保
険
事
業
計
画
等
策
定

委
員
会
、
町
消
友
会
総
会

19
日
　
農
業
委
員
会
（
最
終
）
総
会
、
国

政
報
告
会
・
道
を
考
え
る
研
修
会

８月21日�　福島県民の日
町内運動施設無料開放

・勤労者体育センター（町民プール）
・新地町総合体育館（個人使用のみ）
・新地町総合公園テニスコート

（原則１時間）

�
新地公民館（��２０８５）

・
故
菊
地
芳
夫
さ
ん
の
ご
意
志
と

し
て
菊
地
ト
モ
ヱ
さ
ん（
岡
）よ
り

10
万
円

◎
寄
付

・
寺
島
則
之
さ
ん（
大
戸
浜
）よ
り

５
万
円
／
犬
飼
栄
子
さ
ん（
埒
木

崎
）よ
り
清
拭
布
１
袋

◎
慰
問
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・
特
養
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
27
回
55

人
／
Ｊ
Ａ
す
ず
ら
ん
８
回
15
人
／

レ
マ
ン
の
会
１
回
２
人
／
新
地
高

校
３
回
55
人
／
民
生
委
員
１
回

24
人
／
漁
協
婦
人
部
１
回
４
人

� ８月24日� 午後２時～
� 観海堂

【語り部】小野トメヨさん
� 町教育委員会（��４４７７）

し
役
場
総
務
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
看
護
師
に
あ
っ
て
は
試
験
当

日
、
免
許
の
写
し
、
最
終
学
校
卒
業

証
明
書
及
び
成
績
証
明
書
、
健
康

診
断
書
を
各
１
通
提
出
す
る
こ
と
。

・
郵
便
で
申
込
用
紙
を
請
求
す
る

場
合
は
、
封
筒
に
「
し
ん
ち
福
祉

会
職
員
（
生
活
相
談
員
、
看
護

師
、
介
護
職
員
の
い
ず
れ
か
を
表

記
）
試
験
申
込
用
紙
請
求
」
と
朱

書
し
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
名

明
記
の
定
形
返
信
用
封
筒
を
必
ず

同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

�役
場
総
務
課
（
�
内
線
15
）

老
人
憩
の
家
は
、
８
月
12
日
�

〜
16
日
�
ま
で
、
お
盆
休
み
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

�役
場
健
康
福
祉
課
（
�
内
線
27
）

� ９月１６日�
午前10時～午後２時

� わくわくランド
�
・団体個人を問わず募集します。
・場所のみの提供で、出展物は飲

食物以外とします。
� 無料
� ４０店舗
�

新地発電所わくわくランド
（��４７２２）

� 県道相馬亘理線大戸浜地内
� ８月中旬～平成15年３月下旬

※４ｔ車以上は通行止となります。
�

役場都市計画課（�内線53）

新地公民館では、毎月１回、18歳以上の青年を対象に「のこのこサークル」
を行っています。８月は、鹿島町Ｂ＆Ｇ海洋センターで「マリンスポーツ」
を行います。お友達等さそってぜひご参加ください。
� ８月25日� 午前９時30分～午後３時
� 鹿島町Ｂ&Ｇ海洋センター（９時20分現地集合）
� カヌー、ボート、ヨット（指導は鹿島町Ｂ&Ｇ海洋センター）
� 18歳以上の青年男女（高校生は除く）
� 水着か濡れてもよい服装・靴（サンダル不可）
� １人３００円
� ８月21日�まで
� 新地公民館（��２０８５）
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◆

８月に入り、暑い日が続いていますね。富士山頂でさえ
も暑いんですよ。

６月２８日、わたしは浜通りの英語の先生たちと一緒
に、車で富士山へ行きました。東京都内はとても混雑して
いて、イライラしました。

富士登山ができるのは、正式には７月１日から８月３
１日なのですが、その時期は混雑するので、７月１日にな
る前に登ろうということになりました。

その日は、運が悪いことに一日中雨または曇りでした。
わたしたちは、河口湖側の五合目から登り始めました。頂
上まで約６時間かかりました。頂上では、雲が切れ、太陽
が顔を出しました。日の出を見ることはできませんでした
が、景色はとても美しかったです。噴火口の中には、１メ
ートルほど雪が残っていました。

実は、富士山に登ったのはこれが３度目でした。登るた
びに、山頂からの景色の美しさと、日本で一番高い場所に
いるということに感動します。 Ｄａｖｅ

和訳：尚英中学校　遠藤敦子先生

・梅干し １キロ ・氷砂糖　500�
・焼酎　適量

①梅干しに熱湯をかけて一晩おき、ザルにあけて水
をきる。

②容器に氷砂糖と焼酎にくぐらせた梅を交互に入れ
る。

わ
た
し
が
数
年
前
入
院
し
た
と
き
に
、

眼
に
入
れ
て
も
痛
く
な
い
２
人
の
孫
に
支

え
ら
れ
、
勇
気
づ
け
ら
れ
た
こ
と
を
今
で
も

思
い
出
し
ま
す
。

「
孫
た
ち
よ
、
こ
れ
か
ら
も
ふ
た
り
仲
良
く

協
力
し
合
っ
て
元
気
に
育
つ
ん
だ
ぞ
。」

お茶うけにどうぞ！

町の健康増進教室から生まれたサークルで、
健康増進のためにと５年前から欠かすことな
く毎月町内の名所旧跡、時には近郊の山など
を巡り歩いています。下の写真は今年の４月
に丸森町の岩岳山に登ったときのスナップ写
真です。

（第３木曜日を中心に、年間７回開催）

106

○
学
生
さ
ん
で
す
か
？

☆
福
島
学
院
短
大
の
２
年
生
で
す
。
保

育
科
で
保
育
士
を
目
指
し
て
勉
強
中

で
す
。

○
趣
味
は
何
で
す
か
？

☆
学
校
が
福
島
な
の
で
市
内
で
よ
く
友

達
と
買
い
物
を
し
て
い
ま
す
。

○
将
来
の
夢
は
？

☆
保
育
士
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち
に

囲
ま
れ
な
が
ら
仕
事
を
し
た
い
で
す
。

○
理
想
の
男
性
の
タ
イ
プ
は
？

☆
優
し
い
人
で
す
。
芸
能
人
で
い
う
と
俳

優
の
妻
夫
木
聡
さ
ん
み
た

い
な
方
が
理
想
で
す
。

○
町
に
対
し
て
一
言

☆
新
地
町
は
海
や
山
な
ど

き
れ
い
な
所
が
た
く
さ
ん

あ
る
の
で
、
も
っ
と
町
外

の
人
に
紹
介
し
て
ほ
し
い

で
す
。

写真提供
健康青春クラブ代表　岡田邦男さん（岡）

公民館教室紹介 サークル紹介

デッサンの基礎から遠近法、人物・風景の
描き進め方などのレクチャーを受けながら実習
していきます。

先生から一言
どんなことでも優しく教えてくれる大町先生

は、「絵は、人間を豊かにさせるもの。一度、
絵を描いてみると普段の生活でも、見る世界
が変わってくるし、描き始めると夢中になれま
すよ」と話してくれました。

（モダンアート協会会員・県美術協会会員の大
町亨先生は、保原町から来ていただいていま
す。）



●人口／9,035人（－01人）
男／4,410人（－01人）
女／4,625人（±00人）

●世帯数／２,490世帯（－1世帯）
７月１日現在（ ）は前月比

●　町県民税 第２期分

●　国民健康保険税 第2期分
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福
島
県
相
馬
郡
新
地
町
谷
地
小
屋
字
萩
崎
40

新
地
町
・
企
画
振
興
課
（

）

�
０
２
４
４
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１
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
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２
４
４
９

ち

き
ゅう
にやさし

い
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■
こ
れ
は
何
？
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
？
・
・
皆
さ
ん

は
す
ぐ
に
わ
か
り
ま
す
か
。
こ
れ
は
「
オ
ニ
フ

ス
ベ
」
と
い
う
キ
ノ
コ
で
、
あ
る
日
突
然
庭
や

竹
藪
な
ど
に
出
て
き
ま
す
。
■
写
真
の
オ
ニ
フ

ス
ベ
は
横
山
健
志
さ
ん
（
明
地
）
宅
の
裏
山
に

出
た
も
の
を
妻
の
登
美
子
さ
ん
が
見
つ
け
た
も

の
で
、
見
つ
け
た
瞬
間
は
初
め
て
な
の
で
、
と

て
も
驚
い
た
そ
う
で
す
。
■
ご
覧
の
と
お
り
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
み
た
い
で
す
が
触
る
と
マ
シ
ュ
マ

ロ
の
よ
う
に
弾
力
が
あ
り
、
何
と
真
っ
白
な
う

ち
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。
■
オ
ニ
フ
ス
ベ
に
限
ら

ず
珍
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
連
絡
を
お
願
い
し

ま
す
。
飛
ん
で
行
き
ま
す
。

（
晴
）

新地高等学校２年生75人と第８行
政区の役員や婦人会、老人クラブ約
50人は７月８日、町が推進している
花いっぱい運動の一環として小川地
区の国道６号沿いの緑地帯にマリー
ゴールドやサルビア４千本を植栽し
ました。

植栽したマリーゴールドとサルビ
アは、６月に新地高校生が学校の温
室に仮植したもので、参加者たちは
１本づつ丁寧に植え付けていました。

（住民基本台帳調べ）


